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主業務
空調関連機器（エアコン、ヒートポンプ給湯器etc.）の性能試験

※日本冷凍空調工業会（JRAIA）からの委託業務

所在地
神奈川県厚⽊市上依知

（内陸工業団地内）

JJJJapan AAAAir Conditioning and Refrigeration TTTTesting LLLLaboratory JATLJATLJATLJATL

一般一般一般一般財団法人財団法人財団法人財団法人 日本空調冷凍日本空調冷凍日本空調冷凍日本空調冷凍研究所研究所研究所研究所 （略称：日空研）（略称：日空研）（略称：日空研）（略称：日空研）

JJJJapan AAAAir Conditioning and Refrigeration TTTTesting LLLLaboratory（略称：JATLJATLJATLJATL）
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設⽴の経緯

目的：エネルギー消費量が⼤きい空調機器の性能を適正に評価する
設⽴：1978年 日本冷凍空調工業会（JRAIA）機器性能検定所開設

さらなる公平・公正を期するため、2011年に
第三者試験機関として独⽴

約30年に渡り、検定制度におけるエアコンの性能試験を実施し、我が国で
流通するエアコンの信頼性向上に貢献

日本空調冷凍研究所のご紹介
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昭和 53年 （1978） 8月 社団法人 日本冷凍空調工業会 機器性能検定所 開設
12月 ルームエアコン試験設備完成

昭和 55年 （1980） 10月 ルームエアコン検定制度発⾜
パッケージエアコン試験設備完成

昭和 58年 （1983） 10月 パッケージエアコン検定制度発⾜
昭和 60年 （1985） 10月 ルームエアコン・ヒートポンプ試験設備完成
平成 3年 （1991） 12月 ルームエアコン暖房低温性能試験設備完成
平成 5年 （1993） 11月 パッケージエアコン暖房低温性能試験設備完成
平成 16年 （2004） 1月 試験センターに改組

10月 国際規格「ISO/IEC17025」の認定を取得
平成 22年 （2010） 4月 パッケージエアコン⼤容量試験設備完成
平成 23年 （2011） 2月 一般財団法人 ⽇本空調冷凍研究所 設⽴

11月 家庭用ヒートポンプ給湯器試験設備完成

沿革

日本空調冷凍研究所のご紹介
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主な業務
Ⅰ．ヒートポンプ機器の性能試験

� JRAIA検定制度に基づくエアコン性能検定試験
� エアコンメーカー、海外試験所などとの相互校正試験
� 一般の顧客からの依頼試験

Ⅱ．エアコンメーカー等性能試験設備の審査
� JRAIA検定制度に基づく準原機認定
� 電⼒各社所有の性能試験室準認定

Ⅲ．JATL試験設備メンテナンス（ISO/IEC17025要求事項）
� 設備点検（日常、年次）、計測器校正、繰り返し試験等

ルームエアコン パッケージエアコン ガスエンジンヒートポンプ
エアコン（GHP）

エコキュート

日本空調冷凍研究所のご紹介
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Ⅳ．海外試験所への技術支援（受入研修、現地研修、相互校正）
� 途上国における省エネ基準・ラベリング（S&L）制度構築支援事業（IEEJ/METI※委託）

� 省エネルギー等普及基盤構築支援調査事業（IS-INOTEK/METI※委託）

※METI(Ministry of Economy, Trade and Industry)：経済産業省
※IEEJ(The Institute of Energy Economics, Japan)：一般財団法人 日本エネルギー経済研究所
※IS-INOTEK(International Standard Innovation Technology Research Association):基準認証イノベーション技術研究組合

Ⅴ．研究会、WG活動
� 不確かさ研究委員会（主催） ・・・ 性能試験室の不確かさについて研究
� 海外認証研究委員会（主催） ・・・ 海外性能認証、試験所についての調査
� 各検定委員会（参画） ・・・ 検定制度運営について議論
� 新試験設備導入WG（参画） ・・・ 新設備の仕様検討、建設推進

etc.

タイ マレーシア インドネシア
フィリピン ベトナム

中国 ベトナム
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日本空調冷凍研究所のご紹介
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当研究所の役割

⾼精度・⾼信頼な⾼精度・⾼信頼な
機器性能試験

適正な性能情報を社会に提供

ヒートポンプ機器の信頼性向上ヒートポンプ機器の信頼性向上
省エネ施策の有効性確保

性能試験技術の向上試験設備の維持・管理

日本空調冷凍研究所のご紹介

転載・二次使用禁止
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当研究所の試験設備
JATL

名称
形式 測定範囲

RAC2 平衡式室形熱量計
Balanced ambient room-type calorimeter

冷房：0.9 - 11.6kW
暖房：0.9 - 12.8kW
※ISO/IEC17025認定範囲

1.8 - 7.1kW（冷房定格基準）

RAC3 トンネル形空気エンタルピー測定装置
Tunnel air enthalpy method

冷房：0.0 - 10.0kW
暖房：0.0 - 13.0kW
※ISO/IEC17025認定範囲

1.8 - 7.1kW（冷房定格基準）

PAC2 ルーム形エンタルピー測定装置
Room air enthalpy test method

冷房：2.0 - 56.0kW
暖房：2.0 - 67.0kW
※ISO/IEC17025認定範囲

5.0 - 45.0kW（冷房定格基準）

WHP 家庭用ヒートポンプ給湯器性能試験設備
Residential Heat Pump Water Heaters Test Room

加熱能⼒：4.0 - 10.0kW

日本空調冷凍研究所のご紹介

転載・二次使用禁止
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ルームエアコン性能測定設備

Balanced ambient room-type calorimeter
平衡式室形熱量計 (JIS B8615-1, ISO5151)
Balanced ambient room-type calorimeterRAC2

◆測定可能範囲◆
冷房：0.9 - 11.6kW / 暖房：0.9 - 12.8kW
※ISO/IEC17025認定範囲：1.8 - 7.1kW（冷房定格基準）

◆適応試験規格◆
JIS B8615-1:2013, ISO5151:2010

日本空調冷凍研究所のご紹介
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Balanced ambient room-type calorimeter
平衡式室形熱量計 (JIS B8615-1, ISO5151)
Balanced ambient room-type calorimeterRAC2

日本空調冷凍研究所のご紹介
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ルームエアコン性能測定設備

Tunnel air enthalpy test method
トンネル形空気エンタルピー測定装置
Tunnel air enthalpy test methodRAC3

◆測定可能範囲◆
冷房：0.0 - 10.0kW / 暖房：0.0 - 13.0kW
※ISO/IEC17025認定範囲：1.8 - 7.1kW（冷房定格基準）

◆適応試験規格◆
JIS B8615-1:2013, ISO5151:2010

日本空調冷凍研究所のご紹介

転載・二次使用禁止
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Tunnel air enthalpy test method
トンネル形空気エンタルピー測定装置
Tunnel air enthalpy test methodRAC3

日本空調冷凍研究所のご紹介
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パッケージエアコン性能測定設備

Room air enthalpy test method
ルーム形空気エンタルピー測定装置
Room air enthalpy test methodPAC2

◆測定可能範囲◆
冷房：2.0 - 56.0kW / 暖房：2.0 - 67.0kW
※ISO/IEC17025認定範囲：5.0 - 45.0kW（冷房定格基準）

◆適応試験規格◆
JIS B8615-1:2013, ISO5151:2010

日本空調冷凍研究所のご紹介

転載・二次使用禁止
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Room air enthalpy test method
ルーム形空気エンタルピー測定装置
Room air enthalpy test methodPAC2

日本空調冷凍研究所のご紹介

転載・二次使用禁止



Japan Air Conditioning and Refrigeration Testing Laboratory 16

ヒートポンプ給湯器性能試験設備
家庭用ヒートポンプ給湯器性能試験室
Residential Heat Pump Water Heaters Test RoomWHP

◆測定可能範囲◆
加熱能⼒：4.0 - 10.0kW
※ISO/IEC17025認定未

◆適応試験規格◆
JIS C9220

日本空調冷凍研究所のご紹介
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家庭用ヒートポンプ給湯器性能試験室
Residential Heat Pump Water Heaters Test RoomWHP

日本空調冷凍研究所のご紹介
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エアコンの性能検定制度
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制度の概要

工場審査
�準原機認定
�品質管理体制審査

製品検査
�1台以上／年
�市場買上試験

準原機検査
�6台／年
�準原機による試験

� 日本冷凍空調工業会（JRAIA）運営の性能検定制度
� JATLが製品検査（市場買い上げ試験による）及び工場審査、準原機認定を実施

（JRAIAからの委託）
� JATLの性能試験室（原機）とメーカー試験室（準原機）の相互校正を2年毎に実施

し、メーカー試験結果の正当性を担保
� 合格機種は、検定シール貼り付けが許可されJRAIAホームページに掲載される。

転載・二次使用禁止
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検定スキーム

※RAC 10社
※PAC 6社

準原機試験

性能検定試験
（JATL試験室）

市場

A社

検定判定

JATL

B社
X社

エアコンの性能検定制度

HP掲載
検定結果
HP掲載

JRAIA

転載・二次使用禁止
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準原機認定

JATL
性能試験設備

【原機】

性能試験設備
【準原機】

エアコンメーカー（検定会員）国内工場

性能試験設備1

性能試験設備2

：
：

性能試験設備3
JATL原機との相互校正
（準原機認定試験）

性能試験設備
【準原機】

性能試験設備1

性能試験設備2

：
：

性能試験設備3

JRAIAに登録

JRAIAに登録

準原機認定判定基準

� En値≦1
(1 set)

又は
� 偏差≦±3％

(2 sets)

※2年毎の判定

JRAIA検定制度

エアコンメーカー（検定会員）海外工場

メーカー自身による
相互校正

エアコンの性能検定制度

メーカー自身による
相互校正

転載・二次使用禁止
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ヒートポンプ機器性能評価の現状
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関連規格一覧
製品 規格（JIS／ISO） 概要
ルーム
エアコン

JIS B8615-1:2013 ／ ISO5151:2010
エアコンディショナ－第1部：直吹き形エアコンディショナ及び
ヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験法

性能試験方法

JIS B8615-2:1999
エアコンディショナ－第2部：ダクト接続形エアコンディショナと
空気対空気ヒートポンプ 定格性能及び運転性能試験

性能試験方法

JIS C9612:2013
ルームエアコンディショナ

製品規格（性能、安全）、
期間効率（APF）
※性能試験方法についてはJIS 
B8615を参照している。

パッケージ
エアコン

JIS B8615-1:2013 ／ ISO5151:2010 性能試験方法

JIS B8615-2:1999 性能試験方法

JIS B8616:2006
パッケージエアコンディショナ

製品規格（性能、安全）、
期間効率（APF）
※性能試験方法についてはJIS 
B8615を参照している。

転載・二次使用禁止
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関連規格一覧
製品 規格（JIS／ISO） 概要
GHP JIS B8627-1:2006

ガスヒートポンプ冷暖房機－第１部：一般要求事項
製品規格（一般要求事項）、
期間効率（APF）

JIS B8627-2:2000
ガスヒートポンプ冷暖房機－第2部：直吹き形ガスヒートポンプ冷
暖房機－定格性能及び運転性能試験

性能試験方法

JIS B8627-3:2000
ガスヒートポンプ冷暖房機－第3部：ダクト接続形ガスヒートポン
プ冷暖房機－定格性能及び運転性能試験

性能試験方法

WHP JIS C9220:2011
家庭用ヒートポンプ給湯機

製品規格及び性能試験方法

ヒートポンプ機器性能評価の現状

転載・二次使用禁止
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ルームエアコン課題課題課題課題
性能試験に関する課題 対応（検討中の項目含む）
試験規格改定に伴う、試験方法、設備対応
（JIS B8615-1:1999 → 2013）

� 規格変更部分精査し、ソフト・ハード両⾯での対応
� 新JIS対応に伴うISO17025更新（予定）

性能試験設備の更新（RAC2 1985年建設）
精度や機能は日常の適切なメンテナンスにより維

持されているが、設備の故障時の課題（修理費用、
復旧時間）がある。

� 新バランス式熱量計RAC4の導入推進

ルームエアコンの形状多様化対応 � 試験時の温度分布調査等を実施

パッケージエアコン課題
性能試験に関する課題 対応（検討中の項目含む）
試験規格改定に伴う、試験方法、設備対応
（JIS B8615-1:1999 → 2013）

� 規格変更部分精査し、ソフト・ハード両⾯での対応
� 新JIS対応に伴うISO17025更新予定

45kW超EHP（室外機マルチ）の試験 � 室外温度分布調査、対応検討

28kW超室外機の室外側能⼒測定
（室外側風量の問題）

� 室外側コードテスター改造⼜は別方法での室外能⼒
測定を検討中

マルチ室内機測定可能台数UP
（現在は室内2台＋2台＝4台マルチまで可能）

� 室内側受風チャンバー追加導入検討
� 測定可能風量検討中

ヒートポンプ機器性能評価の現状

転載・二次使用禁止
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性能試験に関する課題 対応（検討中の項目含む）
燃料消費量測定（ガス流量測定）

プロパンガスについては、湿式流量計（オイル式）
においてはオイルへの溶け込み量多く問題がある。

� プロパンガスについては、乾式流量計での測定を
実施する。

� 流量計（乾式、湿式）の⽐較試験実施（評価中）

燃料消費量測定（ガス発熱量測定）
正確な性能評価のためには、燃料ガスの成分分析を

実施し発熱量を知る必要がある。

� 外部分析会社でのサンプリング分析実施
� 熱量分析計の導入も検討

→ｲﾆｼｬﾙ、標準ｶﾞｽ管理、計器管理に課題有り

室外側温度分布（冷房時）
GHP室外機は一般に風量が⼤きい事及びエンジン排

熱分の熱量が加わるために室外送風温度が⾼く、室外
側でのエアショートによる温度分布悪化が問題となる。

� 試験時の室外熱交換器温度分布を測定
� GHP室外機用ダクトを製作し、排気を確実に再調

和機へ導入するように改造済み
→ これら対策により温度分布が改善した。

GHP（ガスエンジンヒートポンプエアコン）課題課題課題課題
ヒートポンプ機器性能評価の現状

転載・二次使用禁止
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性能試験に関する課題 対応
給⽔温度が上昇する

給湯（保温）モードにて出湯開始時に給⽔温度が上
昇しJISを満⾜しない。

� バイパス回路の流量が⼩さい場合に循環ポンプの
発熱分の影響が⼤であった。バイパス弁調整など
により、バイパス回路の循環量を調整した。

� 対策後、温度上昇幅が抑制されJISを満⾜した。
極低温にてWB換算値の異常が発⽣

氷点下条件においては、鏡⾯露点温度計により露点
温度を計測し、最終的にWBに換算している。供試機
に除霜動作が発⽣した際、この換算値が異常となった。

� 鏡⾯上に過冷却⽔が発⽣している状態で急激な温
度変化が発⽣すると過冷却⽔が氷へと変化する。

� 計測時に、この変化を想定できず過冷却⽔の場合
の換算を実施していたために異常値となった。

� 鏡⾯露点計を計測開始時から氷状態に変化させた
上で、氷の場合の換算式にて計算することにより
解決した。

⽔温が目標温度に達しない
冬季は一次⽔温が設備導入時想定よりも低かった。

� 恒温⽔槽のヒーター追加
� 冷凍機がインバータータイプのため、冷凍能⼒を

調整（２段階）可能とした。

湿球温度のばらつき
冬期条件での試験では、排⽔口からの蒸気により加

湿されていることが原因。

� 排⽔管からの蒸気の逆流を防⽌した。

⽔温測定用Ptセンサの破損
供試機設置時、タンク固定用ブロックとタンク間の

距離が近く、Pt配線部に無理な⼒が掛かっていた。

� Ptメーカーに相談し、配線が横向きになっている
製品に変更した。

ＷHP（家庭用ヒートポンプ給湯機）課題課題課題課題
ヒートポンプ機器性能評価の現状

転載・二次使用禁止
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ルームエアコン用新試験設備の導入

新性能試験設備の構築

方式 平衡式室形熱量計
完成 1985年10月（約28年経過）
試験項目 冷房標準、暖房標準

方式 平衡式室形熱量計
完成 2014年10月（竣工予定）
試験項目 冷房標準、暖房標準、暖房低温

RAC2 RAC4

※上記の「試験項目」は設備上の都合による実施の可否ではなく、検定制度上での実施項目を⽰す。

� 世界最⾼⽔準の試験精度を実現（顧客要求）
� 試験効率の向上（試験経費低減、試験日程確保）

ルームエアコン用新試験設備 RAC4導入の目的

� 温湿度制御の安定性が⾼いこと
� 安定までの時間が従来より短いこと
� 不確かさ値が従来より⼩さいこと

仕様作成における重点項目

転載・二次使用禁止
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RAC4要求仕様
Ⅰ．設備形式

� 平衡式室形熱量計（JIS B8615-1 附属書C.3）
Balanced ambient room-type calorimeter (ISO5151 Annex C.3)

Ⅱ．試験規格
� ISO5151:2010
� JIS B8615-1:2013
� JIS C9612:2013

Ⅲ．試験項目
モード 測定項目 （参考）RAC2

冷房 定格能⼒、中間能⼒、最⼩能⼒ 定格能⼒、中間能⼒、最⼩能⼒
暖房 定格能⼒、中間能⼒、最⼩能⼒

低温能⼒、極低温能⼒
定格能⼒、中間能⼒、最⼩能⼒

※本要求仕様はあくまでも目標であり、実現に関しては検討中のものも含まれる。

新性能試験設備の構築

転載・二次使用禁止
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Ⅳ．測定能⼒範囲

Ⅴ．測定対象供試機（エアコン）形式

� 壁掛形（2台同時運転マルチ含む）

� 天井カセット形（1方向、2方向、4方向）

� 天吊形

� 床置形

� 一体形（スプラッシュタイプ含む）

モード RAC4 （参考）RAC2 [kW]

測定範囲（全範囲）[kW] ⾼精度測定範囲※[kW]

冷房 0.2 〜 16.0 0.9 〜 12.0 0.9 〜 7.1

暖房 0.2 〜 20.0 0.9 〜 14.0 0.9 〜 8.5

※⾼精度測定範囲…通常よりも厳しい安定判定条件を満⾜すべき測定範囲

拡⼤

新性能試験設備の構築

転載・二次使用禁止
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次世代試験設備の構想
JATLでは、更なる試験精度、試験効率、省エネルギー性の向上を目指した次世代試験
設備について構想している。
 高精度（応答性、分解能）

温度計測装置 

高精度化高精度化高精度化高精度化    暖房低温試験

への対応 

温湿度安定性向上 

試験効率向上 

対応室内機拡大 

能力範囲拡大 

(最小・最大) 

省エネ・節電 

高精度温湿度

制御の確立 

熱回収 

システム 

温度形成破壊技術 

吹出方向制御 

内室隔壁最適化 

中央隔壁廃止 

高分解能調節器 

温度分布向上 

冷却/加熱性能、

加湿/除湿性能の

最適化 

技術 ターゲット 

新性能試験設備の構築

転載・二次使用禁止
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ISO/IEC17025への取り組み

規格概要

� 規格の目的
試験所・校正機関が次のことを実証する場合に満⾜すべき要求事項を規定
� マネジメントシステムを運営し、技術的に適格である。
� 技術的に妥当な結果を出す能⼒がある。

ISO/IEC17025 : 2005 (JIS Q 17025 : 2005)
General requirements for the competence of testing and calibration laboratories
試験所及び校正機関の能⼒に関する一般要求事項

技術的能⼒に関する
要求事項
（第5項）

マネジメントに関する
要求事項（第4項）

ISO9001要求事項

マネジメント
システム

文書管理

顧客への
サービス

苦情

改善

マネジメント
レビュー

要員

試験方法及び
妥当性確認

測定の
ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ

設備

品質の
保証

是正処置 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

結果の
報告

転載・二次使用禁止
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JATLでの取り組み
� JATLは2004年10月（当時は「日冷工試験センター」）に日本の空調性能試験所として初

めてISO/IEC17025の認定を取得した。
認定機関：公益財団法人 日本適合性認定協会

Japan Accreditation Board（JAB)

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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品質マニュアル
� 2006年4月にISO/IEC17025:2005対応の品質マニュアル（初版）発⾏

以降、内容の改定を継続し現在は第11版を発⾏。

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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要員（試験員）
� 適正かつ信頼性の⾼い結果を得るためには適格な要員による試験が必須である。
� JATLでは、以下の取り組みを⾏っている。

� 新入社員に対する適切な教育訓練計画を⽴案し、一般教育、所内OJT、外部講習受講、各種資格取得
など推進

� 新入社員は、基本的な教育訓練後に「試験補助員」となり、1年間のOJT完了後に所内試験を受験し、
試験部マネージャーによる審査の上「試験員」として認定される。

� 所内校正など重要な実務については、「試験員」として一定以上の実務経験を経た後に「特定試験
員」に認定された者のみ従事できる。

入
所

一般導入
教育

冷凍空調
基礎知識

安全教育 試験作業OJT

試
験
補
助
員
任
命

試験実務（補助）

外部資格
(ろう付) (電気取扱) (冷媒回収技術者)

外部資格(冷凍機械責任者)

試
験
員
確
認
試
験

試
験
員
任
命 試験実務

特
定
試
験
員
任
命

試験実務

計測器校正等
特定業務

外部講習
(空調基礎) (電気基礎)

(ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ)

(商品知識) (専門知識)

ISO17025

約1年

試験員育成スキーム（イメージ）

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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計測器校正のトレーサビリティ
� JATLで試験に適用する計測機器は全て校正（所内外）され、トレーサビリティが

とれている。

国家標準

ISO/IEC17025認証校正機関（JCSS校正など）

コリオリ式
流量計

クォーツ
温度計

Pt.RTD

パワー
アナライザー

デジタル
パワーメータ

デジタル
マノメータ

デジタル
圧⼒伝送器

外部校正（年1回）外部校正（年1回）

所内校正（年1回）所内校正（年1回）

所内参照
標準器

計測器
（試験用）

JATL

不確かさ付き校正証明書発⾏

ISO/IEC17025への取り組み
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測定の不確かさについて ~JATLでの取り組み~
� JATLでは、試験室、試験項目毎に測定の不確かさを求め、試験報告書に記載

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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設備の定期点検（⽇常、年次）
� JATLの全ての試験設備は、日常点検及び年次点検が⾏われる。

設備不具合の早期発⾒・改善

試験結果の信頼性担保
（適正な装置での測定）

設備トラブルによる試験停⽌を防⽌
（試験遅れ防⽌）

重⼤故障の回避による修繕費用低減

試験員による自主点検

試験設備への理解促進

不具合の早期発⾒ 設備改善提案

新設備仕様検討試験結果の
信頼性向上

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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日常点検表

41

⽇常点検
� 試験開始前に日常点検表を用いた簡易的な

設備点検が⾏われる。
� 点検結果は記録され、設備に掲⽰される。
� 点検にて不具合が発⾒された場合は、不具

合内容及び対応についても記録される。

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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冷⽔タンク
（RAC2室内側）

42

⽇常点検（点検項目例）

ブラインタンク
（RAC2室外側）

RAC2屋外設備外観

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止



Japan Air Conditioning and Refrigeration Testing Laboratory 43

⽇常点検（点検項目例）
冷凍機（RAC2）

冷媒圧⼒点検

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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⽇常点検（点検項目例）
電源供給ユニット

（RAC2）

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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年次点検
� 年1回、設備や計測器の総合的な点検を実施する。
� 点検に要する期間は1~1.5ヶ月であり、その間全ての試験業務を停⽌する。
� 点検結果は年次点検報告書に纏められ、記録が残される。

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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年次点検

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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今後の展開
�パッケージエアコン用試験設備（PAC2）の認定範囲拡大

� 現在45kWまで → 56kWまで拡⼤

�新JIS対応（RAC2、RAC3、PAC2）
� 現在JIS B8615-1:1999 → 2013年度対応試験の認定

�新試験設備（RAC4）の追加認定
� 各計測器の校正、不確かさ計算
� 設備の不確かさ計算
� 既存設備（RAC2）との校正
� 準原機との相互校正 etc.,

ISO/IEC17025への取り組み

転載・二次使用禁止
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海外性能試験所との交流

主な実績
�韓国KRAACとの技術協定

� 韓国を代表する試験機関（ISO/IEC17025取得済）であるKRAAC※と技術協定を締結
2004年3月：JRAIA-KRAAC間にて締結
2012年2月：JATL-KRAAC間にて再締結

� 技術協定に基づき、4年に一回のラウンドロビンテストを実施
これまでのRRT実績：2007年11月、2010年11月、2013年12月

※KOREA REFRIGERATION & AIR-CONDITIONING ASSESSMENT CENTER 
韓国冷凍空調試験センター(KRAAC)

�途上国におけるS&L制度構築支援事業（IEEJ/METI委託）
� 経済産業省公募事業（一般財団法人日本エネルギー経済研究所（IEEJ）受託）
� 事業の一環として、中国の試験所（CVC、CHEARI）とのラウンドロビンテスト、ベト

ナムの試験所に対する技術支援を実施

�省エネルギー等普及基盤構築支援調査事業（IS-INOTEK/METI委託）
（家庭用エアコン及び冷蔵庫の国際標準化に関する支援調査事業）

� 経済産業省公募事業（基準認証イノベーション技術研究組合（IS-INOTEK）受託）
� 事業の一環として、アセアン諸国（タイ、マレーシア、インドネシア、ベトナム、フィ

リピン）の国家クラスの試験所に対する技術支援を実施（JATL受入研修、JATL専門家
による現地指導、相互校正試験）

転載・二次使用禁止
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�米国Intertekとの相互校正（JRAIA海外WG）
� 1997年（4HP相当セパレート形）、2002年（パッケージエアコン、ルームエアコン）、

2010~2011年（9000BTU/hルームエアコン）などの相互校正実績

�スペインCEISとの相互校正（JRAIA海外WG）
� 韓国KRAAC、EUROVENTの代表的な試験所であるCEIS、JRAIAの3者によるラウンド

ロビンテスト実施（ウィンドウ形2台）（2003年）
� CEISとの相互校正（5kWｲﾝﾊﾞｰﾀ、壁掛形）（2008~2009年）

→ CEISが⾼地（標⾼約650m）にあることによる風量低下の影響が⾒られた

�豪州UNSWとの相互校正（JRAIA海外WG）
� 豪州UNSW（University of New South Wales）試験所との相互校正を実施（2006年）

→ 冷暖とも結果は良好（±3％以内。En値での評価も全て1.0未満）

�台湾BSMI／ETCとの相互校正及び試験指導（JATL）
� 台湾の国家機関である經濟部標準檢驗局新竹分局（BSMI）及び国の支援を受けて設⽴

された試験所である財團法人台灣電子檢驗中心（ETC）からの依頼により、JATLでの受
入研修及び現地（BSMIの試験所）での技術指導を実施した。

2012年7月 受入研修及び相互校正（JATL側試験）
2013年8月 BSMIでの現地指導

50

海外性能試験所との交流
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�協定内容概要
以下の項目について、相互に協⼒することを取り決めている。
� 一般的な情報交換
� 規格の適用と解釈
� 4年毎のエアコンの持ち回り試験（ラウンドロビンテスト）
� 訓練／技術セミナーや⾒本市における共同後援
� 会議への相互参加
� 上記目的達成のために必要とされるその他の分野

51

韓国KRAACとの技術協定

海外性能試験所との交流

転載・二次使用禁止
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省エネルギー等普及基盤構築支援調査事業

海外性能試験所との交流

� アセアン各国に対し、新国際規格「ISO16358」（エアコンの期間効率評価）の理解と各国
国家規格への採用を推進することを目的としている。

� JATLとしては、事業の一環として各国国家クラスの性能試験所に対して、エアコンの性能試
験が適切に実施できるよう、専門家による技術支援を⾏っている。

年度 対象国（性能試験所） 実施内容（主にJATL関係部分）
2011年 ベトナム（TVCI）、マレーシア（SIRIM-QAS）

インドネシア（B4T）、シンガポール（試験所無）

※タイは洪⽔被害のため延期

・各国のエネルギー政策機関、標準化機関、を訪問
し、各国省エネ制度の状況調査及び本事業の説明

・各国性能試験所の視察

2012年 タイ（EEI）、マレーシア（SIRIM-QAS）
インドネシア（B4T、BPPT）
ベトナム（TVCI、QUATEST3）

※BPPT、QUATEST3は試験所建設計画のみ

・試験所支援の事前調整（出張）
・各国性能試験所からJATLへの受入研修
・各国性能試験所へのJATLからの出張研修
・各国性能試験所との相互校正試験

-4kWクラス、インバータタイプ、壁掛形
-冷房定格、冷房中間の2項目

2013年 タイ（EEI）、マレーシア（SIRIM-QAS）
インドネシア（B4T、BPPT、SUCOFINDO）
フィリピン（OSSI-STL）

※BPPT、SUCOFINDOは試験所建設計画のみ

・各国性能試験所からJATLへの受入研修
・各国性能試験所へのJATLからの出張研修
・各国性能試験所との相互校正試験

（タイ、マレーシアとはRRT実施）
-2.2kWクラス、インバータタイプ、壁掛形
-冷房定格、冷房中間の2項目

転載・二次使用禁止
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チェックリストを用いた、各試験所の
試験方法、設備、マネジメントの評価

JATLとの相互校正
試験実施

相互校正試験
結果の⽐較 課題解決

のための
ポイント
をリスト
アップ

試験実習、講習による試験技術者のスキルアップ

試験精度
信頼性
向上

海外性能試験所との交流

省エネルギー等普及基盤構築支援調査事業
� アセアン試験所支援内容と目的

転載・二次使用禁止
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JATLでの受入研修
� 性能試験関連（実習、講習）
� 相互校正試験

（冷房定格、中間）

試験報告書
（JATL発⾏）

各国試験所での現地研修
� 性能試験関連実習

（JATL研修のフォローアップ）
� 相互校正試験

（冷房定格、中間）

JATL→各試験所
へ供試機輸送

JATL試験員

ワークショップ
（東京）

参加国間で相互校正試験
結果・問題点の共有

各国同一のスキーム

海外性能試験所との交流

� 供試機は日本の市場で購入
� 日本製/ｲﾝﾊﾞｰﾀ/壁掛形

各試験所から
1~2名の
試験技術者を
招聘

試験報告書
（各国試験所発⾏）

アセアン性能試験所
支援スキーム

転載・二次使用禁止
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100%
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#2: Method

#3: Maintenance#4: Management

#5:

Facilities/System

Lab C Total: 92%

0%

50%

100%
#1: Engineers

#2: Method

#3: Maintenance#4: Management

#5:

Facilities/System

Lab A Total：：：： 67%

0%

50%

100%
#1: Engineers

#2: Method

#3: Maintenance#4: Management

#5:

Facilities/System

Lab D Total：：：： 86%

0%

50%

100%
#1: Engineers

#2: Method

#3: Maintenance#4: Management

#5:

Facilities/System

Lab B Total：：：： 52%

� 試験所毎に⼤きなレベル差があることがわかる。
� メンテナンスに関して、共通の課題がある。
� 試験員のスキルや試験方法については、有効な試験マニュアルの作成及び実際の試験経験によって改善

されていくものと思われる。

海外性能試験所との交流

転載・二次使用禁止
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海外性能試験所との交流

海外交流まとめ
海外関連の事業（委員会、WG含む）にて交流があった各国の空調性能試験所

� 欧⽶試験所との交流推進し世界的な知名度を向上させる。
� 技術協定パートナーを拡充し、更なる技術⼒向上を目指す。
� アジアのリーディングラボとしての地位を確⽴する。

…JATL（JRAIA当時含む）との相互校正実績有り

今後の課題

転載・二次使用禁止
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� マニュアル確⽴、試験員の技能向上（人的要因による、ばらつきの排除）
� 試験設備、計測器に関する知識習熟（精度、信頼性の向上）
� 新規試験設備の導入、次世代試験設備の検討（世界トップレベルの設備）

58

今後の展開

Ⅰ．更なる試験精度・信頼性の向上

� 現⾏検定制度の改善（海外認証制度の研究、更に透明性/公平性/公正性を⾼めるルール策定）
� ISO/IEC Guide 65（製品認証機関に対する一般要求事項）への適合

Ⅱ．国際認証機関化・公益財団法人化に向けた取り組み

� 欧⽶試験機関との交流推進
� アジアのリーディングラボとしての地位確⽴（技術指導、技術協定など）

Ⅲ．JATLの世界的なプレゼンス向上

� 性能試験対象製品の拡⼤
� 性能試験以外の試験への展開

Ⅳ．新規事業への展開

転載・二次使用禁止
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